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何
だ
ろ
う

　

近
年
、
急
速
に
普
及
し
た
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
。

　

皆
さ
ん
も
携
帯
電
話
は
も
ち
ろ
ん
、パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、革
命
的
な
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン　

テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー（
情
報
通
信
技
術
）、略
し
て「
Ｉ
Ｔ
」に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
と
は
、
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
情
報

通
信
技
術
」
で
す
。
情
報
分
野
に
関
連
す

る
技
術
を
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
利
用
す

る
方
法
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
を
集

め
た
り
、
電
子
メ
ー
ル
で
遠
く
の
人
と
連

絡
を
と
っ
た
り
す
る
の
は
、
ほ
ん
の
一
例

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
だ
れ
も

が
い
つ
、
ど
こ
に
い
て
も
自
分
の
知
り
た

い
情
報
が
手
に
は
い
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
、

社
会
が
ど
う
変
わ
る
の

▲中谷第一小学校６年
　矢吹佳子さん（左）角田未貴さん（右）



3・

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

　

Ｉ
Ｔ
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
Ｇ
Ｙ
の
略
で
あ
り
、
日
本
語
に
訳
す
る

と
情
報
通
信
技
術
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
Ｉ
Ｔ
は
ど
の
よ
う
に
社
会
生
活

に
機
能
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
あ
た
り
に

な
る
と
、
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｉ
Ｔ
時
代
と
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て

き
た
時
代
と
、
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
、
大
き
く
Ｉ
Ｔ
を
見

た
と
き
に
は
、
経
済
と
の
か
か
わ
り
が
避

け
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
く
ら
い
経

済
に
対
し
て
の
Ｉ
Ｔ
の
効
果
と
い
う
も
の

は
大
き
い
の
で
す
。
そ
し
て
今
日
Ｉ
Ｔ
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
効
果
は
革
命
と
い

う
に
ふ
さ
わ
し
い
で
し
ょ
う
。

　

Ｉ
Ｔ
革
命
は
何
を
し
た
の
か
？　

そ
れ

は
売
り
手
と
買
い
手
の
間
に
存
在
す
る
取

引
コ
ス
ト
を
劇
的
に
下
げ
、
全
業
種
の
取

引
コ
ス
ト
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

に
占
め
る
割
合
の
４
割
近
く
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
適
合
す
る
業
種
と
な
れ
ば
、
既
存

の
取
引
コ
ス
ト
が
半
減
す
る
と
い
う
、
ま

さ
に
革
命
に
ふ
さ
わ
し
い
現
実
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
に
な
い

よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
誕
生
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
、
潜
在
的
な
無
数
の
売
り
手
と
買

い
手
が
、
赤
い
糸
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
、

取
引
コ
ス
ト
が
ゼ
ロ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ

る
魔
法
、
こ
れ
が
Ｉ
Ｔ
革
命
で
す
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
の

普
及
は
夜
型
の
生
活
習
慣
に
な
り
が
ち
で

す
。
携
帯
電
話
の
利
用
は
深
夜
か
ら
未
明

に
か
け
て
多
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
人
の
ほ
ぼ
半
数
が
平
均
で
毎
日
１

時
間
以
上
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
９

割
近
く
の
人
が
自
宅
で
電
子
メ
ー
ル
の
や

り
と
り
を
し
て
い
る
の
で
す
。
ネ
ッ
ト
利

用
者
の
半
数
近
く
は
、
睡
眠
時
間
や
テ
レ

ビ
を
見
る
時
間
が
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
は
、　

代
２０

と　

代
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
が
、
利

３０
用
者
は
少
な
い
も
の
の
、
高
齢
者
に
と
っ

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
社
会

参
加
を
促
す
効
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
こ
と
の

あ
る
中
高
年
の
６
割
以
上
が
「
趣
味
・
娯

楽
が
増
え
た
」「
情
報
収
集
が
し
や
す
く
な

っ
た
」
な
ど
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め

た
目
的
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

中
間
財
は　

兆
円
規
模

１４

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
電
子
商
取

引
は
、
急
拡
大
を
し
て
い
ま
す
。
最
終
消

費
財
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
取
引
す
る
市
場

規
模
は
、
１
９
９
９
年
で
３
千
５
百
億
円

と
、
前
年
よ
り
倍
増
し
て
い
ま
す
。
２
０

０
５
年
に
は
７
兆
１
千
２
百　

億
円
に
達

８９

す
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
の

店
舗
数
も　

年
に
は
１
万
３
千
店
だ
っ
た

９８

の
が
、　

年
に
は
２
万
３
百
店
に
増
え
て

９９

い
ま
す
。

■用
 

■語
 

■解
 

■説
 

●
パ
ソ
コ
ン

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
略
で
、

個
人
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
全
般
の
略
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
と
世
界
中
の
パ
ソ

コ
ン
が
つ
な
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

入
手
で
き
ま
す
。

●
電
子
メ
ー
ル

　

Ｅ
―
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
（
イ
ー
メ
ー
ル
）
と
も

い
い
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
と
相
手
の
パ
ソ

コ
ン
と
で
文
書
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

瞬
時
に
や
り
取
り
で
き
る
、
新
し
い
「
手

紙
」
の
方
法
で
す
。

●
マ
ウ
ス

　

こ
れ
を
机
の
上
で
動
か
す
と
画
面
上

の
矢
印
（
ポ
イ
ン
タ
）
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
ク
リ
ッ
ク

　

マ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
を
軽
く
１
回
押
す

こ
と
。
２
回
押
す
こ
と
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ

ク
と
い
い
、
画
面
に
表
示
さ
れ
た
項
目
な

ど
を
実
行
さ
せ
る
と
き
に
行
い
ま
す
。

▲平成１２年度版通信白書より

▲平成１２年度県政世論調査より

Ｉ
Ｔ
（
ア
イ
・
テ
ィ
ー
）
と
は

夜
型
生
活
へ
の
変
化

高
齢
者
ネ
ッ
ト
利
用

電
子
商
取
引
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Ｉ
Ｔ
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

め
、
今
後
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
、

経
済
な
ど
様
々
な
分
野
で
利
用
さ
れ
、

便
利
さ
、
楽
し
さ
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
す
。

　

夢
が
広
が
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

皆
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
、
感
じ
て
い

ま
す
か
。

　
　

世
紀
は
情
報
時
代
と
い
わ
れ
、
還
暦

２１
を
過
ぎ
た
私
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
内

容
が
理
解
で
き
ず
、
い
つ
か
勉
強
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
息
子
の
勧
め
で

講
習
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
の
娘
は
ア
フ
リ
カ
の
友
だ
ち
と
Ｅ
メ
ー

ル
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
Ｉ
Ｔ
講
習
会
に

参
加
し
て
、
自
分
で
実
践
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

有賀　四郎さん
新町

（
情
報
技
術
を
学
び
た
い
）

　

今
年
は　

世
紀
と
い
う
節
目
の
年
と
し

２１

て
、
何
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
パ
ソ
コ
ン
に
関

心
を
持
ち
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
う
ま

く
い
か
ず
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
以
前
、

中
央
公
民
館
だ
よ
り
で
募
集
記
事
が
載
っ

て
い
た
の
で
、
基
礎
を
覚
え
よ
う
と
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
Ｉ
Ｔ
講
習

会
に
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
早
く
覚
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

瀬谷　マサ子さん
中田字八又

（
パ
ソ
コ
ン
へ
の
関
心
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
非
常
に
便
利
な

も
の
で
す
。
特
に
情
報
検
索
・
情
報
収
集

に
は
極
め
て
強
い
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
は
何
を
す
る
所
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
人
は
、
ま
ず
ネ
ッ
ト
を
大
図
書
館
と

考
え
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
し

た
知
り
た
い
こ
と
を
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

操
作
方
法
か
ら
慣
れ
て
い
け
ば
、
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

近内　正史さん
中野字杉内

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
）
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本
町
で
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
が
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ
や
す

く
な
る
よ
う
に
、　

歳
以
上
の
方
を
対
象

２０

に
平
成　

年
５
月
か
ら
公
民
館
を
中
心
に

１３

Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
会
日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の
公
民
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
主
催
の
Ｉ
Ｔ
講
習

　

イ
ン
パ
ク
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
博
覧
会

の
通
称
、
ま
た
の
名
を
楽
網
楽
座
（
ら
く

も
う
ら
く
ざ
）
と
い
い
ま
す
。
日
本
国
政

府
が
主
催
し
、
２
０
０
０
年　

月　

日
か

１２

３１

ら
２
０
０
１
年　

月　

日
ま
で
開
催
さ
れ

１２

３１

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

た
博
覧
会
で
す
。

　

イ
ン
パ
ク
に
は
、
日
本
国
政
府
、
地
方

自
治
体
、
民
間
企
業
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

外
国
政
府
や
国
際
機
関
、
そ
し
て
数
多
く

の
個
人
が
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
パ
ビ
リ

オ
ン
は
各
々
の
参
加
者
が
作
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.inpaku.go.jp/

        
 
 
              

定員開 催 時 間開 催 日会 場

20

14：00～ 17：005/19（土）～20（日）・5/26（土）～27（日）

中 央 公 民 館
� 26－ 2566
� 26－ 4992

19：00～ 21：305/21（月）・23（水）・28（月）・30（水）・6/4（月）

13：30～ 16：005/22（火）・24（木）・29（火）・31（木）・6/5（火）

19：00～ 21：305/22（火）・24（木）・29（火）・31（木）・6/5（火）

14：00～ 17：006/2（土）～3（日）・6/9（土）～10（日）

13：30～ 16：006/12（火）・14（木）・19（火）・21（木）・26（火）

19：00～ 21：306/12（火）・14（木）・19（火）・21（木）・26（火）

20

19：00～ 21：307/2（月）・4（水）・9（月）・11（水）・16（月）沢田地区公民館
�・�

26－ 0696
19：00～ 21：307/23（月）・25（水）・30（月）・8/1（水）・6（月）

19：00～ 21：308/20（月）・22（水）・27（月）・29（水）・9/3（月）

20

13：30～ 16：005/7（月）～11（金）野木沢地区公民館
�・�

26－ 4939
19：00～ 21：305/7（月）～11（金）

19：00～ 21：305/14（月）～18（金）

20

19：00～ 21：306/19（火）・26（火）・7/3（火）・10（火）・17（火）母畑地区公民館
�・�

26－ 1593
19：00～ 21：309/5（水）・12（水）・19（水）・26（水）・10/3（水）

19：00～ 21：3011/15（木）・22（木）・29（木）・12/6（木）・13（木）

20

13：30～ 16：006/12（火）・14（木）・19（火）・21（木）・26（火）中谷地区公民館
�・�

26－ 1457
19：00～ 21：306/13（水）・15（金）・20（水）・22（金）・27（水）

19：00～ 21：307/4（水）・6（金）・11（水）・13（金）・18（水）

20

19：00～ 21：306/18（月）・20（水）・22（金）・25（月）・27（水）山橋地区公民館
�・�

26－ 1065
19：00～ 21：307/23（月）・25（水）・27（金）・30（月）・8/1（水）

19：00～ 21：3011/19（月）・21（水）・23（金）・26（月）・28（水）

20

19：00～ 21：305/31（木）・6/5（火）・7（木）・12（火）・14（木）

勤労青少年ホーム
�・�

26－ 0475

19：00～ 21：306/11（月）・13（水）・18（月）・20（水）・25（月）

19：00～ 21：306/15（金）・22（金）・29（金）・7/6（金）・13（金）

19：00～ 21：306/21（木）・28（木）・7/5（木）・12（木）・19（木）

19：00～ 21：309/3（月）・5（水）・10（月）・12（水）・17（月）

イ
ン
パ
ク
っ
て
何
だ
？

　

公
民
館
主
催
以
外
に
も
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を

開
催
。
県
に
お
い
て
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

石
川
ビ
ル
」
と
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
カ
ク
ト

シ
ス
テ
ム
（
長
久
保
）」
を
会
場
に
、　

講
６１

座
（
各
講
座
と
も
定
員　

名
）
が
計
画
さ

１０

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
石
川
ビ
ル
会
場

　

ふ
く
し
ま
Ｉ
Ｔ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　

�
０
２
４
―
５
３
１
―
７
４
５
５

●
パ
ソ
コ
ン
教
室
カ
ク
ト
シ
ス
テ
ム
会
場

　

�
カ
ク
ト
シ
ス
テ
ム

　

�
５
６
―
１
０
９
３

　
　

い
し
か
わ
の
活
用

ナ情
ビ報

　

本
町
で
も
平
成　

年　

月
か
ら
ホ
ー
ム

１０

１１

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
約
１
万
５
千
余
り
の

ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
く

と
、
町
政
を
は
じ
め
、
様
々
な
情
報
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.ishikaw

a.net6.or.jp/

        
 
 
        
             

　

Ｉ
Ｔ
講
習
に
関
す
る
メ
ー
ル
で
の
お
問

い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

財
政
課
情
報
管
理
係

jyoho@
ishikaw

a1.net6.or.jp
      
       
             

教
育
課
生
涯
学
習
係

k_syougai_k@
ishikaw

a1.net6.or.jp

            
       
             

中
央
公
民
館

koum
in_t@

ishikaw
a1.net6.or.jp
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明るい選挙イメージキャラクター

選挙のめいすいくん

「
公
職
選
挙
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

２
０
０
１
年
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら

議
員
定
数
の
削
減
と
、
非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

A 
参
議
院
議
員
の
定
数
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

Q 
定
数
が
変
わ
る
の
？

　

参
議
院
議
員
の
定
数
が
２
５
２
人
か
ら
２
４
２
人
へ
削
減
さ
れ
ま
す
。

●平成１３年、１６年の２回の通常選挙の際に５人
ずつ削減されます。
●各選挙では定数の半数ずつ改選されます。
●選挙区の議員定数は、岡山県、熊本県、鹿児
島県がそれぞれ２人（改正前各４人）に削減
されます。

これまで　→　今　　後

100人　→　  96人比　例　代　表

152人　→　146人選　挙　区

252人　→　242人総　定　数
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A 
新
た
に
候
補
者
個
人
の
選
挙
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Q 
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
の
選
挙
運
動
は
ど
う
変
わ
る
の
？

　

非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
へ

の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
政
党

に
よ
る
選
挙
運
動
の
ほ
か
、
新
た
に
、

候
補
者
個
人
の
選
挙
運
動
（
は
が
き

　

万
枚
、
ビ
ラ　

万
枚
＝
２
種
類
、

１５

２５

ポ
ス
タ
ー
７
万
枚
、
街
頭
演
説
な

ど
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

A 
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
で
も
連
座
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

Q 
選
挙
違
反
が
あ
る
と
ど
う
な
る
の
？

　

連
座
制
と
は
、
候
補
者
や
立
候
補

予
定
者
と
一
定
の
関
係
に
あ
る
人

　

こ
れ
ま
で
の
参
議
院
比
例
代
表

選
挙
は
、
あ
ら
か
じ
め
政
党
の
側
で

候
補
者
の
当
選
順
位
を
決
め
て
お

く
方
式
（
拘
束
名
簿
式
）
で
、
有
権

者
は
政
党
名
を
記
載
し
て
投
票
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
新
た
に
導

入
さ
れ
た
非
拘
束
名
簿
式
は
、
名
簿

で
は
当
選
順
位
は
決
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
有
権
者
が
候
補
者
名
ま
た

は
政
党
名
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し

て
投
票
す
る
方
式
で
あ
る
た
め
、
有

権
者
は
当
選
さ
せ
た
い
候
補
者
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
、
買
収
罪
な
ど
の
罪
を
犯
し
、
刑

に
処
せ
ら
れ
た
場
合
、
候
補
者
や
立

候
補
予
定
者
本
人
に
つ
い
て
、
そ
の

選
挙
の
当
選
を
無
効
と
し
、
立
候
補

制
限
と
い
う
制
裁
を
科
す
制
度
で

す
。
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
で
は
、

候
補
者
個
人
の
た
め
に
行
う
選
挙

運
動
に
連
座
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

A 
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
は
非
拘
束
名
簿
式
と
な
り
ま
し
た
。

Q 
ど
ん
な
し
く
み
に
変
わ
る
の
？

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省

　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp

        
 
 
     
       

　

石
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

�
２
６
―
２
１
１
１

非拘束名簿式の選挙のしくみ�

①公示�
　各政党が候補者名簿を�
　届出（当選順位なし）�
�
②投票�
　候補者名、または政党�
　名でも投票できる�
　�
　政党名は・・・�

一定の要件を満たす政党は、当選順位を
付けないで候補者名簿を届け出ます。�

�
　有権者は・・・�

有権者は、名簿に記載された候補者名を
投票用紙に記載して投票します。ただし、
候補者名に代えて政党名を記載して投票
することもできます。�
�

③開票�
�
�
�
�
�
�
　各政党の総得票数に応じて議席を比例配分し、�
　候補者ごとの得票数の順に当選人を決める。�
�
④結果�

　 ○○党　４００万票　　　　　△△党　３００万票�
　　○山○太　１２０万票　　　　　△野△代　　９０万票�
　　○田○江　１００万票　　　　　△水△一　　７０万票�
　　○本○郎　　８０万票　　　　　△木△子　　５０万票�
　　○川○子　　６０万票　　　　　△中△治　　３０万票�
�
政党名の投票　　４０万票　　　政党名の投票　　６０万票�
�
　　　３人当選　　　　　　　　２人当選�

＝　　　　　＋�○○党の�
総得票数�

○○党候補者�
個人の得票数�

政党名の�
得票数�

＝　　　　　＋�△△党の�
総得票数�

△△党候補者�
個人の得票数�

政党名の�
得票数�

当�
当�
当�

当�
当�

●当選人の決め方は・・・�
①政党の総得票数に基づいて「ドント方式」（注）により、各政党の当選
人の数が決まります。なお、政党の総得票数は候補者個人の得票と政
党名の得票を合算したものとします。�
　【注】ドント方式…比例代表選挙における当選人の決定方式。政党の
得票数を１から順に整数で割り、その商の大きい順に政党に議席を与
える。考案者である法学者ドント（ベルギー）の名にちなむ。�
②各政党に配分された当選人の数のなかで、得票数のもっとも多い候補
者から順次当選人が決まります。�
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町
で
は
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
定
期
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月　

日
で
８
名
の
職
員
が
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま

３１

し
た
。

　

異
動
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
（　

）
内
は
旧

所
属
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
課
▼
主
任
主
査
兼
広
報
広
聴

係
長
・
荻
野
次
男

　

企
画
商
工
課
▼
主
査
・
瀬
谷
利
幸

（
中
央
公
民
館
）

　

財
政
課
▼
主
査
・
鈴
木
茂
彰
（
企
画

商
工
課
）、
主
事
補
・
西
牧
佳
子
（
新

採
用
）

　

税
務
課
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
〔
管
理

納
税
担
当
〕・
鈴
木
規
之
、
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
課
税
係
長
・
芳
賀
正
人
（
農

政
課
）、
管
理
納
税
係
長
・
橋
本
亀
、

主
事
・
渡
辺
幸
生
（
都
市
建
設
課
）

　

町
民
生
活
課
▼
年
金
係
長
・
野
崎
昭

二
、
主
任
主
査
・
近
内
セ
ツ
子
（
教
育

課
）、
主
事
・
草
野
智
子
（
税
務
課
）、

主
事
・
三
瓶
桂
治
（
新
採
用
）

　

保
健
福
祉
課
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
高
齢
福
祉
係
長
・
赤
塚
和
雄
（
水
道

事
業
所
）、
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係

長
・
長
沼
晴
久
（
都
市
建
設
課
）、
主

査
・
添
田
美
恵
子
（
町
民
生
活
課
）、

主
事
・
草
野
竜
彦
（
都
市
建
設
課
）、

主
事
・
西
牧
恵
（
新
採
用
）、〔
保
健
セ

ン
タ
ー
〕
主
任
主
査
兼
係
長
（
庶
務
担

当
）・
小
豆
畑
重
夫
、
栄
養
士
・
小
木

五
織
（
新
採
用
）

　

農
政
課
▼
課
長
補
佐
・
南
條
武
義

（
税
務
課
）、
農
政
係
長
・
吉
田
浩
人
、

主
査
・
根
本
克
彦
（
財
政
課
）、
主
査
・

矢
吹
進
（
保
健
福
祉
課
）、
主
事
・
森

幸
子
（
財
政
課
）、
主
事
・
緑
川
喜
輝

（
新
採
用
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局
▼
事
務
局
次

長
・
南
條
武
義
（
税
務
課
）

　

都
市
建
設
課
▼
主
任
主
査
兼
都
市

計
画
係
長
・
小
池
義
則
（
水
道
事
業
所
）、

主
査
・
芳
賀
隆
（
農
政
課
）、
主
事
・

南
條
貴
之
（
中
谷
地
区
公
民
館
）

　

会
計
室
▼
主
査
・
曲
山
孝
子
（
簡
易

水
道
担
当
）

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
▼
主
任

主
査
兼
係
長
兼
生
活
指
導
員
・
荒
川
一

夫
（
野
木
沢
地
区
公
民
館
）

　

幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
・
保
育
所
・
児

童
館
▼
〔
幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
〕
主
任

主
査
兼
主
任
保
育
技
師
兼
保
育
指
導

員
・
大
和
田
和
子
（
母
畑
保
育
所
）、

〔
第
一
保
育
所
〕
主
任
主
査
兼
主
任
保

育
技
師
・
石
理
枝
子
、
主
査
兼
保
育
士
・

渡
邉
智
子
（
沢
田
児
童
館
）、
主
任
調

理
師
・
矢
内
定
子
（
中
谷
第
一
・
第
二

共
同
調
理
場
）、〔
母
畑
保
育
所
〕
主
査

兼
保
育
士
・
矢
内
千
恵
子
（
中
谷
児
童

館
）、〔
板
南
保
育
所
〕
保
育
士
・
二

瓶
美
登
里
（
第
一
保
育
所
）、〔
中
田
保

育
所
〕
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
技
師
・

南
條
み
ち
子
（
幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
）、

〔
沢
田
児
童
館
〕
主
任
主
査
兼
主
任
児

童
厚
生
技
師
・
瀬
川
文
子
、
主
査
兼
児

童
厚
生
員
・
瀬
谷
玲
子
（
第
二
保
育
所
）、

町
職
員
の
人
事
異
動

担
当
職
員
が
変
わ
り
ま
し
た

うつくしま

未
来
博
の
魅
力
と
は
？�

　

福
島
県
で
は
�
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。�
を
合
言
葉
に
、
県
民
み
ん
な
で　

世
紀
の
新
し
い
生
活
圏
「
美
し
い

２１

ふ
く
し
ま
」
づ
く
り
運
動
を
展
開
中
で
す
。
美
し
い
ふ
く
し
ま
を
意
味
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
「
う
つ
く
し
ま
」
を
用
い

て
、　

世
紀
最
初
の
年
に
開
催
す
る
博
覧
会
が
「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」
で
す
。

２１

　

そ
の
「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」
の
魅
力
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

も
っ
と
楽
し
い
！　

未
来
が
ザ
ク
ザ
ク「
森
の
宝
島
」

　

福
島
県
は
日
本
有
数
の
�
美
し
い
森
�
を
も
つ
地
域

で
す
。
自
然
と
共
生
す
る
�
美
し
い
く
ら
し
�
を
�
美

し
い
森
�
の
中
に
発
信
し
ま
す
。「
会
津
磐
梯
山
は
宝

の
山
よ
〜
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
福
島
県
は
昔
か
ら

�
宝
自
慢
�
の
ク
ニ
で
、
未
来
の
宝
が
「
森
の
宝
島
」

に
あ
る
の
で
す
。大
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
雄
大
な
景

観
は
、
博
覧
会
初
の
美
し
い
宝
で
す
。

も
っ
と
遊
べ
る
！　

盛
り
だ
く
さ
ん
の「
探
検
コ
ー
ス
」

　

パ
ビ
リ
オ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
、み
ん
な
が
ど
ん

ど
ん
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
観
る
だ
け
で
な
く
、み
ん

な
で
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
�
遊
び
の
宝
島
�

で
す
。
も
ち
ろ
ん
会
場
は
「
宝
島
」。
パ
ビ
リ
オ
ン
や

イ
ベ
ン
ト
は
「
宝
箱
」。
来
場
者
が
「
探
検
者
」
に
な

っ
て
「
宝
探
し
」
に
参
加
す
る
探
検
コ
ー
ス
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
楽
し
い
「
宝
島
」
で
遊
び
な
が
ら
、
未
来
の

知
恵
や
知
識
を
発
見
す
る
体
験
ラ
ン
ド
な
の
で
す
。

今
ま
で
の
博
覧
会
と

は
こ
ん
な
に
違
う
！

2
0
0
1
年
の
夏
、ふ
く
し
ま
で
未
来
に
輝
く
宝
を
発
見

「
霧
の
谷
」「
風
の
森
」「
虹
の
台
地
」「
碧
の
谷
」か
ら
新
し
い
伝
説
が
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４
月
１
日
か
ら
町
職
員
と
し
て
採

用
さ
れ
、
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

写
真
前
列
右
か
ら
西
牧
恵
さ
ん
、
小

木
五
織
さ
ん
、
西
牧
佳
子
さ
ん
、
後
列

右
か
ら
塩
田
正
信
さ
ん
、
三
瓶
桂
治
さ

ん
、
緑
川
喜
輝
さ
ん
で
す
。

　

住
み
良
い
石
川
町
を
つ
く
る
た
め

に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

〔
中
谷
児
童
館
〕
主
査
兼
児
童
厚
生

員
・
近
藤
ト
シ
子
（
第
二
保
育
所
）

　

議
会
事
務
局
▼
議
会
事
務
局
長
・
永

沼
誠
（
中
央
公
民
館
）

　

監
査
委
員
事
務
部
局
▼
永
沼
誠
（
中

央
公
民
館
）

　

教
育
課
▼
指
導
主
事
兼
学
校
教
育

係
長
・
塩
田
正
信
（
割
愛
）、〔
町
史
編

纂
室
〕
主
査
・
近
内
恵
美
子
（
保
健
福

祉
課
）

　

公
民
館
・
体
育
館
・
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
・
歴
史
民
俗
資
料
館
▼
〔
中
央
公

民
館
〕
中
央
公
民
館
長
兼
歴
史
民
俗
資

料
館
長
兼
体
育
館
長
兼
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
館
長
兼
外
槙
分
館
長
・
渡
辺
郁

男
（
保
健
福
祉
課
）、
主
任
主
査
兼
係

長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
係
長
・
郷
貞
夫

（
農
政
課
）、〔
母
畑
地
区
公
民
館
〕
主

任
主
査
兼
係
長
兼
社
会
教
育
主
事
・
竹

貫
知
孝
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
）、

〔
中
谷
地
区
公
民
館
〕
主
任
主
査
兼
係

長
兼
社
会
教
育
主
事
・
木
戸
惣
寿
（
町

民
生
活
課
）、〔
野
木
沢
地
区
公
民
館
〕

係
長
・
矢
内
忠
男
（
農
政
課
）

　

学
校
▼
〔
石
川
小
学
校
〕
主
任
調
理

師
・
瀬
谷
弘
、〔
沢
田
小
・
沢
田
中
共

同
調
理
場
〕
主
任
調
理
師
・
高
原
敬
子
、

〔
中
谷
第
一
・
第
二
共
同
調
理
場
〕
主

任
調
理
師
・
鹿
岡
み
や
子
（
第
一
保
育

所
）、〔
南
山
形
小
・
山
形
小
共
同
調
理

場
〕
主
任
主
査
兼
調
理
師
・
三
森
豊
子

（
石
川
中
学
校
）、〔
石
川
中
学
校
〕
調

理
師
・
高
木
明
美
（
南
山
形
小
・
山
形

小
共
同
調
理
場
）

　

水
道
事
業
所
▼
次
長
兼
施
設
係
長
・

熊
田
誠
、
主
任
主
査
兼
庶
務
係
長
・
三

森
孝
則
（
保
健
福
祉
課
）、
主
任
主
査

兼
浄
水
係
長
・
小
沢
義
弘
、
主
任
主
査
・

永
沼
一
夫
（
母
畑
地
区
公
民
館
）

　

簡
易
水
道
担
当
▼
簡
易
水
道
担
当

次
長
・
熊
田
誠
、
主
任
主
査
・
荒
川
と

み
ゑ
（
総
務
課
）

　

退
職
者
▼
水
野
英
也
（
議
会
事
務

局
）、
丹
内
勝
明
（
総
務
課
）、
白
石
紀

子
（
町
民
生
活
課
）、
西
牧
正
子
（
保

健
福
祉
課
）、
山
田
イ
チ
子
（
農
政
課
）、

大
竹
正
子
（
会
計
室
）、
高
原
ト
ク
子

（
南
山
形
小
・
山
形
小
共
同
調
理
場
）

矢
吹
伸
一
（
教
育
課
）

前
売
券
は
福
島
県
内
各
市
町
村
の
う
つ
く
し
ま
未
来

博
推
進
協
議
会
（
石
川
町
役
場
企
画
商
工
課
内
）、
旅

行
代
理
店
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
み
ど
り
の
窓
口
、
ま
た
は

び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
（
旅
行
セ
ン
タ
ー
）、
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、

コ
ン
ビ
ニ（
全
国
の
ロ
ー
ソ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
）

な
ど
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

入場料金（消費税を含む）

区　分入場券の
種類

当　日　券
平成１３年
７月７日
～９月３０日

前売入場券
（第2期）
平成１３年

１月～７月６日

3,000円2,800円大　　　人

普通入場券 2,000円1,700円高　校　生

1,500円1,300円小・中学生

7,000円6,500円大　　　人
パスポート
券 3,800円3,200円高　校　生

2,800円2,400円小・中学生

1,600円1,600円大　　　人
特別割引
入場券 1,000円1,000円高　校　生

    700円    700円小・中学生

前
売
入
場
券
好
評
発
売
中
！

今
な
ら
2
大
特
典
が
付
い
て
さ
ら
に
オ
ト
ク
！

　
「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」前
売
入
場
券
を
ご
購
入
い
た
だ

き
、
ハ
ガ
キ
で
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
総
勢
１

０
０
１
名
に
「
森
の
宝
島
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
が
当
た
り
ま
す
。

海
外
旅
行
、
国
内
旅
行
、
無
料
宿
泊
券
を
は
じ
め
、
今
話

題
の
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
イ
ド
テ
レ
ビ
な
ど
、
う
れ
し
い
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
今
が
夢
を
ゲ
ッ
ト
す
る
チ
ャ

ン
ス
！

特典
１

総
勢
１
０
０
１
名
に
抽
選
で
当
た
る
！

森
の
宝
島
プ
レ
ゼ
ン
ト

特典
2

買
っ
た
そ
の
日
か
ら
県
内
１
８
７
カ
所
の
施

設
で
優
待
割
引
が
受
け
ら
れ
る
！

　
「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」前
売
入
場
券
を
最
初
に
提
示
す

る
と
、
県
内
各
地
の
温
泉
、
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
な
ど
、

全
部
で
１
８
７
カ
所
の
施
設
で
優
待
割
引
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
お
１
人
様
１
枚
で
何
回
で
も
Ｏ
Ｋ
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

う
つ
く
し
ま
未
来
博
協
会
県
民
参
加
推
進
課

　

０
１
２
０
―
３
１
８
９
１
５

　

半
年
前
の
私
は
、
未
来
博
に
つ
い

て
全
く
の
『
無
知
』
で
し
た
。
し
か

し
、
６
カ
月
と
い
う
時
間
が
『
無
知
』

か
ら
『
成
功
さ
せ
た
い
』
へ
の
私
を

変
え
た
の
で
す
。
推
進
員
と
し
て
最

も
大
変
だ
っ
た
の
が
、
未
来
博
通
信

の
制
作
で
し
た
。
毎
月
最
後
の
週
に

入
る
と
、
納
得
の
い
く
ま
で
何
度
も

手
直
し
、
や
っ
と
完
成
に
こ
ぎ
つ
け

て
い
ま
し
た
。
作
業
そ
の
も
の
は
全

く
苦
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど

う
し
た
ら
未
来
博
の
醍
醐
味
を
皆

さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
の
か
、
毎
月

頭
を
抱
え
て
の
作
業
で
し
た
。

　

私
は
こ
の
未
来
博
と
共
に
成
長

し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の

仕
事
が
楽
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
次
の
推
進
員
に
未
来

博
の
成
功
を
託
し
、
私
は
推
進
員
を

卒
業
し
ま
し
た
。

　

７
月
の
会
期
ま
で
も
う
少
し
で

す
。
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

未
来
博
成
功
を
願
っ
て

小
林　

麻
里
さ
ん

新
し
い
町
の
職
員
で
す
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文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭

教
育
を
応
援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
ー
リ
ズ
で
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は

大
変
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

た
め
の
「
子
育
て
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
食
事
を
す
る
っ
て
、

ほ
ん
と
は
す
ご
く
大
切
な
の
か
も
。

　

朝
食
を
と
ら
な
い
子
ど
も
が
増
え
て

　
２４

い
ま
す
。
ま
た
、
過
度
の
偏
食
や
肥
満

な
ど
の
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
は
、
体
の
健
康
だ
け
で
な
く
、

心
の
成
長
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
一
緒
に
食
べ
る
楽
し
い
食
卓
や
親

が
手
間
を
か
け
て
作
っ
た
食
事
は
、
親

の
愛
情
を
自
然
に
子
ど
も
に
伝
え
、
そ

こ
で
の
満
足
感
・
信
頼
感
は
子
ど
も
の

心
を
明
る
く
強
い
も
の
に
発
達
さ
せ
ま

す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心

が
け
、
一
緒
に
食
事
を
す
る
曜
日
を
決

め
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
、
で
き
る
だ

け
家
族
そ
ろ
っ
て
の
食
事
を
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。

家
庭
教
育

手
帳
 

― 

家
庭
と
は 
―

こ
ど
も
が
家
で
身
に

つ
け
た
こ
と
は
、生
涯
、

ず
っ
と
生
き
続
け
る
�

������������������		

����
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●ごみを出すときは、決められた日に、　決められた場所へ、決められた方法で排
出してください。

　また、犬猫、カラスなど動物に荒らされないようにしましょう。
●危険を防ぐ
　　エアゾール式スプレー缶（化粧品・消臭剤など）、カセットコンロのボンベは、
中身を使いきり、さらに圧縮ガスを完全に押し出して
から、穴をあけ出してください。

●ダンボール、雑誌は、資源ごみです。
　　ダンボール、雑誌は、資源ごみですので可燃ごみの
日には出さないで、資源ごみの日に出すようにしまし
ょう。

　詳しくは、配布済みの分別収集ごみの出し方を参照ください。　

���������	
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45

　

前
号
で
は
石
川
町
に
残
る
「
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
」
高
札
の
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
は
表
題
の
高
札
（
中
野
・
二
瓶
勇
氏
蔵
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

徒と

   
 
党 
・ 
強  
訴 
・ 
逃 
散
   

の
禁
止
高
札

と
う 

ご
う 

そ 

ち
ょ
う 
さ
ん

願
）・ 
越  
訴 
（
順
序

お
っ 

そ

を
経
な
い
訴
願
）・

逃
散
（
田
畑
を
放

棄
し
て
他
領
へ
移

る
）
な
ど
の
闘
争

手
段
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
外
豪
農

や
豪
商
の
不
正
を

 
糺 
し
て
家
屋
・
家

た
だ財

の
「
打
ち
こ
わ

し
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
高
札
を
掲
げ
、
さ
ら
に

一
揆
の
首
謀
者
を
厳
罰
に
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
石
川
地
方
で
は
、
農
民
が
大

勢
参
加
し
て
、
一
七
九
八
年
に
は
浅
川

騒
動
、
一
八
六
八
年
に
は
石
川
、
浅
川

世
直
し
一
揆
が
発
生
し
ま
し
た
。
天
正

十
八
年
（
一
五
九
○
）
か
ら
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
ま
で
に
全
国
で
三
千
七

百
件
余
り
の
百
姓
一
揆
が
発
生
し
て
い

ま
す
。（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
石
川
町
の
歴
史
一

一
五
・
一
三
四
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

江
戸
時
代
、
厳
し
い
お
上
（
幕
府
・

藩
）
の
年
貢
の
取
り
立
て
に
生
活
が
苦

し
い
百
姓
た
ち
は
、減
免
や 
夫  
食 
米（
食

ぶ 

じ
き

糧
）
の
支
給
、
代
官
や
村
役
人
の
交
替

を
要
求
し
、
集
団
で
一
斉
に
行
動
を
起

こ
し
ま
し
た
。（
百
姓
一
揆
）

　

百
姓
一
揆
に
は
徒
党
（
同
じ
目
的
を

も
つ
仲
間
が
組
ん
で
行
動
す
る
）・
強
訴

（
大
挙
し
て
城
下
へ
押
し
寄
せ
て
の
訴

百
姓 
一  
揆 
と
高
札

い
っ 

き

定

何
事
に
よ
ら
ず
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
事

に
百
姓
大
勢
申
し
合
せ
の
こ
と
を
と

と
う
と
唱
へ
、 
志 
い
て
ね
が
い
事
く

し

わ
た
つ
を
ご
う
そ
と
い
ひ
、
申
し
あ

わ
せ
村
方
た
ち
の
き
を
ち
よ
う
さ
ん

と
申
し
前
々
よ
り
御 
法  
度 （
禁
止
）に

は
っ 

と

候
、居
村
、他
村
に
限
ら
ず
早
々
役
所

へ
申
出
る
べ
し
。
御
ほ
う
び
と
し
て

　

と
と
う
の
訴
人　
　

銀
百
枚

　

ご
う
そ
の
訴
人　
　

同　

断

　

て
う
さ
ん
の
訴
人　

同　

断

　

た
と
へ
一
旦
類
に
成
る
と
も
発
心

（
決
心
）
し
て
も
名
ま
え
申
出
れ
ば
、

そ
の 
科 
（
つ
み
）
許
る
さ
れ
、
御
ほ

と
が

う
ご
下
さ
る
べ
し
、
と
と
う
に
く
わ

ら
せ
ず
一
人
も
さ
し
い
た
さ
ざ
る
村

方
あ
ら
ば
村
役
人
に
て
も
百
姓
に
て

も
取
り
し
づ
め
た
者
に
は　

銀
下
さ

れ
帯
刀
苗
字
御
免
じ
、
さ
ら
に
し
づ

め
た
も
の
と
と
も
に
御
ほ
う
び
下
し

お
か
る
べ
き
も
の
也

　

明
和
七
年
四
月　
　

奉　

行

具体的な施設主な機能具体的な施設主な機能

学校教育施設、社会教育施設、
社会福祉施設、医療保健施設、
環境衛生施設、行政施設、公園

公益機能

その他の
機　　能

国会議事堂、国会事務局、
国会図書館立法機能

首都機能 首相官邸、中央省庁、付属機
関、迎賓館行政機能

国際会議場、文化交流施設、
大学、博物館、美術館、コン
サートホール、スタジアム

文化機能

最高裁判所、最高裁判所図書
館司法機能

政党本部
地方公共団体連絡事務所、特
殊・認可・公益法人等、大使
館、国際機関

準首都機能

戸建住宅、集合住宅居住施設民間企業の公務部等民間随伴
機　　能

民間随伴
機　　能 広域通信網、移動体通信用施

設、放送施設、情報バックア
ップセンター

情報通信
機　　能

百貨店、専門店、専門飲食店、
ホテル等

サービス
関連機能

（第７回国会等移転審議会における移転費用のモデル的試算の算出根拠となっている施設等を例示）

首都機能移転の範囲
　首都機能移転（国会等の移転）とは、立法・行政・司法の中枢機能を東京圏以外の
地域に移すことをいいます。具体的には次のような機能施設が想定されています。

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

第51回�

　

こ
の
高
札
（
写
真
）
に
は
概
略
次
の

よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

３
月　

日
、
税
金
等
公
共
料
金
の
自

３０

動
払
込
の
取
扱
に
関
す
る
協
定
書
締
結

式
が
、
役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は　

人
が
出
席
し
て
、
西

１０

牧
立
博
町
長
と
先
崎
文
雄
局
長
が
協
定

書
に
署
名
、
一
部
ず
つ
交
換
し
ま
し
た
。

西
牧
町
長
は
「
迅
速
、
的
確
な
税
務
処

理
に
役
立
ち
、
収
納
向
上
に
期
待
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
個
人
町
県
民
税
、
固
定
資
産

　

４
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、
国
体
記

念
第
６
回
東
日
本
高
校
強
化
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
大
会
が
、
総
合
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
北
海
道
、
東
北
、
石
川
県

な
ど
か
ら　

校
が
参
加
し
、
試
合
に
先

２５

立
ち
開
会
式
で
は
、
西
牧
立
博
町
長
が

あ
い
さ
つ
、
学
法
石
川
高
校
森
涼
副
校

長
が
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
同
校
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
山
田
真
太
郎
主
将
が
選

手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

各
県
選
抜
大
会
上
位
３
校
が
集
ま
り
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
が
連
日
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
学
法
石
川
高
校
と
伊
奈
高
校

と
の
決
勝
戦
は
、
終
始
緊
迫
し
た
試
合

が
展
開
さ
れ
、　

対　

の
ス
コ
ア
ー
で

２２

２２

両
校
優
勝
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
▼
学
法
石
川
、
伊
奈
高
校
（
茨
城

県
）、
第
３
位
▼
浦
和
学
院
（
埼
玉
県
）

花名＝チューリップ

学
石
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

茨
城
・
伊
奈
高
と
両
校
優
勝

各
郵
便
局
か
ら
税
金
等
の

�
自
動
払
込
み
�
を
ス
タ
ー
ト

税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
、

介
護
保
険
料
な
ど
を
４
月
か
ら
全
国
の

郵
便
局
で
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
引
き

落
と
し
で
納
入
で
き
る
も
の
で
す
。

　

納
入
で
き
る
の
は　

項
目
に
わ
た
り
、

１１

町
外
で
働
く
人
や
共
働
き
の
家
庭
に
と

っ
て
大
変
便
利
な
取
り
扱
い
と
な
り
ま

す
。
普
通
、
特
定
、
簡
易
の
全
国
約
２

万
４
千
７
百
局
か
ら
納
入
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
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４
月
３
日
・
４
日
に　

の
保
育
所
、

１２

児
童
館
で
入
所
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
入
所
し
た
児
童
は
、
第
二
保
育

所
の
０
歳
児
２
人
を
含
む
３
３
１
人

（
男
１
７
３
・
女
１
５
８
）
で
す
。

　

４
月
４
日
行
わ
れ
た
中
田
保
育
所
の

入
所
式
で
は
、
新
た
に
入
所
し
た
８
人

を
含
む　

人
（
男　

・
女　

）
が
、
お

２５

１３

１２

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
見
守
る
な
か
名

前
を
呼
ば
れ
る
と
、
元
気
よ
く
手
を
挙

げ
て
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

飯
島
良
子
所
長
（
中
田
・
谷
沢
保
育

所
）、瀬
谷
京
子
助
役
が
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
深
谷
勝
彦
町
議
会
議
員
ら
が
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
先
生
の
話
な
ど
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
か
り

ま
し
た
。」な
ど
と
受
け
答
え
し
な
が
ら
、

楽
し
い
保
育
所
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

４
月
６
日
、
８
つ
の
小
学
校
、
２
つ

の
中
学
校
で
、
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

小
学
生
１
８
２
人
（
男　

・
女　

）

９３

８９

と
中
学
生
２
５
９
人
（
男
１
１
５
・
女

１
４
４
）
が
夢
と
希
望
を
胸
に
抱
き
、

校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
て
、
新
入
児
童
は
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
手
を
ひ
か
れ
元
気
に
初
登
校

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
小
学
校
の
新
入
学
児
童
一

人
ひ
と
り
に
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど

か
ら
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、
ク

レ
ヨ
ン
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
の
間
、
慣
れ
な
い
道
を
通

学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
護
者
の

皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

３
月
上
旬
、
母
畑
温
泉
街
を
流
れ
る

北
須
川
沿
い
で
、
珍
し
い
「
ヤ
マ
セ
ミ
」

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
昭
さ
ん
（
平
田
村
）
が　

日
間

１０

に
わ
た
り
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
の
撮
影

に
成
功
し
た
も
の
で
す
。

　
「
ヤ
マ
セ
ミ
」（
ブ
ッ
ポ
ソ
ウ
目
カ
ワ

セ
ミ
科
）
は
、
普
段
東
北
で
は
な
か
な

か
見
ら
れ
ず
、 
人  
気 
が
あ
る
所
や
民
家

ひ
と 
け

の
あ
る
所
へ
は
、
決
し
て
近
寄
ら
な
い

珍
し
い
鳥
で
す
。

　

遠
藤
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
カ
ッ
プ
ル

で
仲
良
く
２
カ
月
間
に
わ
た
り
、
北
須

川
の
清
流
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
か
わ

い
い
様
々
な
仕
草
で
人
々
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

時
に
は
川
に
飛
び
込
み
、
エ
サ
を
捕

食
す
る
珍
し
い
場
面
も
見
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

�　

の
保
育
所
等
へ
3
3
1
人
�
が

１２
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
入
所

母
畑
・
北
須
川
沿
い
で

珍
鳥
�
ヤ
マ
セ
ミ
�
を
発
見

新
入
学
児
童
に
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
な
ど
を
贈
り
交
通
安
全
指
導

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
須
賀
川
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
㈱
の

技
術
課
に
所
属
し
、
主
に
社
内
の
機
械

修
理
を
し
て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
下
手
な
の
で
、
も
っ
と
う
ま

く
滑
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
も
挑
戦

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

自
分
の
妻
、
そ
し
て
息
子
、
娘
の
４

人
で
、
毎
日
楽
し
く
明
る
い
家
庭
を
築

榊
枝　

利
晃
さ
ん（　

歳
）●
母
畑
字
樋
田

２２

き
、
毎
月
ど
こ
か
に
旅
行
に
行
き
、
全

国
を
旅
し
て
み
た
い
で
す
。

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

　

誰
に
で
も
「
石
川
町
に
住
み
た
い
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
し
て

ほ
し
い
で
す
。

★
最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

元
気
で
明
る
い
健
康
な
人
で
す
。

次
回
は
榊
枝
さ
ん
の
紹
介
で

小
木
か
お
り
さ
ん
で
す
。

青
森
県
八
戸
市

青
森
県
八
戸
市�

青
森
県
八
戸
市�

赤羽字韮草�

中島　スミ子さん�

青森県八戸市�青森県八戸市�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す

か
　

北
東
北
に
あ
り
な
が
ら
気
候
が
比

較
的
穏
や
か
で
、
と
り
わ
け
積
雪
量

が
少
な
い
人
口
約　

万
都
市
・
青
森

２４

県
八
戸
市
で
す
。
太
平
洋
に
臨
む
海

岸
地
帯
に
は
近
代
的
で
大
規
模
な
設

備
を
誇
る
漁
港
・
商
港
・
工
業
港
が

配
備
さ
れ
、
物
流
拠
点
と
し
て
飛
躍

し
て
い
ま
す
。

　

青
森
と
い
え
ば
リ
ン
ゴ
で
す
が
、

イ
カ
の
水
揚
げ
高
が
日
本
一
で
、
蕪

島
は
ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
の
秋
に
来
ま
し
た
。

４７

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

夫
が
東
京
で
自
動
車
整
備
の
資
格

を
取
得
し
て
帰
省
し
て
か
ら
、
一
緒

に
整
備
工
場
を
始
め
ま
し
た
。
平
坦

で
過
ご
し
や
す
い
の
で
す
が
、
普
段

の
買
い
物
が
不
便
だ
っ
た
こ
と
や
風

が
強
い
と
こ
ろ
は
昔
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
の
方
々
が
野
菜
な
ど

を
持
ち
寄
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、
人

情
味
が
あ
り
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

簡
易
水
道
が
ま
も
な
く
給
水
開
始

さ
れ
ま
す
が
、
上
下
水
道
な
ど
住
環

境
の
整
備
を
計
画
的
に
行
い
、
住
民

が
流
出
し
な
い
、
活
力
あ
る
町
づ
く

り
を
望
み
ま
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら

れ
た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
３
人
、
孫
が
５
人
、
曾
孫

が
３
人
に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

　

昭
二
さ
ん

昭
二
さ
ん　

昭
和　

年　

月
に
結
婚

２４

１１

し
ま
し
た
。　

歳
の
時
、海
軍
に
入
隊
し

１８

千
葉
県
に
い
ま
し
た
が
、
９
ヵ
月
後
横

須
賀
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
復
員
後
、

米
、
麦
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
作
り
生

計
を
立
て
な
が
ら
、
疎
開
し
て
き
た

人
々
の
食
糧
を
賄
う
な
ど
、
日
々
の
生

活
が
夢
中
で
し
た
。
昭
和　

年
か
ら　

３０

４５

年
ま
で
酪
農
を
営
み
、
今
は
時
々
遺
跡

発
掘
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

昭
二
さ
ん

　

昭
二
さ
ん　

公
民
館
事
業
に
参
加
す

る
こ
と
や
好
き
な
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮

る
こ
と
で
す
。

良
子
さ
ん

　

良
子
さ
ん　

曾
孫
と
遊
び
な
が
ら
成

長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

　

今
出
川
、
北
須
川
の
満
開
の
桜
並
木

で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

若
者
が
安
心
し
て
勤
め
ら
れ
る
企
業

誘
致
、
育
成
や
雇
用
機
会
の
拡
充
で
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

有賀　昭二さん（74歳）�
良子さん（72歳）�
住所：塩沢字大石�

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

山崎　 友 歌   　ちゃん
ゆ か

南町　　　　　　　　　　
登さん・愛さんの二女　　
平成１０年６月２９日生まれ

「ニコニコ、プンプン、エー
ン・エーンを素直に表す、そ
んな友歌の全部が大スキ！」

二平　楓   　ちゃん
かえで

中野字矢ノ内　　　　　　
智則さん・恵子さんの長女
平成１１年５月８日生まれ　

「今月で２歳になるね…お
めでとう！これからも、す
くすく元気に育ってね」

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

　

平
成　

年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

１３

新
手
続
き
は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は

　

５
月　

日
が
申
告
期
限
で
す
。

２１

　

至
急
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、

労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

�
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

　

毎
年
５
月　

日
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

３１

保
健
機
関
）
が
定
め
る
「
世
界
禁
煙
デ

ー
」
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
５
月　

日
か
ら

３１

６
月
６
日
ま
で
を
「
禁
煙
週
間
」
と
定

め
て
、
禁
煙
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。

案
内

看
護
職
は
み
な
さ
ん
の

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す

●
看
護
の
日
と
は

　

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

（
１
８
２
０
〜
１
９
１
０
）
は
、
ク
リ

ミ
ア
戦
争
下
の
野
戦
病
院
で
多
く
の
人

命
を
救
っ
た
近
代
看
護
の
創
始
者
で
す
。

５
月　

日
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕
の

１２

日
。「
看
護
の
日
」
は
こ
の
日
に
ち
な
ん

で
平
成
３
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

看
護
の
日　

５
月　

日
１２

看
護
週
間　

５
月
６
日
〜　

日
１２

 
―　

世
紀
は

２１

 　
　

ケ
ア
の
時
代
―

５
月　

日
は

３１

世
界
禁
煙
デ
ー

　

喫
煙
は
が
ん
や
循
環
器
疾
患
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
の
重
要
な
危
険
因
子
で

す
。
い
ま
や
常
識
と
も
い
え
る
こ
れ
ら

の
「
警
告
」
を
、
承
知
は
し
て
い
て
も

な
か
な
か
た
ば
こ
が
手
放
せ
な
い
と
い

う
ス
モ
ー
カ
ー
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
た
ば
こ
の
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ

な
い
」
と
、
あ
き
ら
め
や
開
き
直
り
に

走
る
前
に
、「
た
ば
こ
の
な
い
素
敵
な
生

活
」
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
イ
メ
ー
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集

東
京
い
わ
き
石
川
会
交
歓

パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の
国

際
交
流
平
成　

年
度
夏
休
み

１３

海
外
派
遣
事
業
参
加
者
募
集

　

東
京
い
わ
き
石
川
会
（
石
森
宥
児
会

長
）で
は
、ふ
る
さ
と
石
川
町
の
皆
さ
ん

と
の
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
企
画
商

工
課
商
工
観
光
係
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
日　

時　

５
月　

日（
日
）
正
午

２０

●
場　

所　

東
京
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

●
会　

費　

男
性 
９
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性 
８
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
〔
当
日
徴
収
〕

●
定　

員　
　

名
３０

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
商
工
課
商
工
観
光
係

　

�　

―
９
１
１
３

２６

　

国
際
化
社
会
を
担
う
青
少
年
の
育
成

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
文
部
科

学
省
所
管
の（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
平
成　

年
度
夏
休
み
海
外
派

１３

遣
事
業
の
参
加
者
を
全
国
か
ら
募
集
し

ま
す
。

　

共
同
生
活
・
共
同
体
験
を
通
じ
て
、

お
互
い
の
生
活
環
境
や
考
え
方
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
言
葉
や
習
慣
そ
し
て
民
族

や
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
人
間
と

し
て
共
感
す
る
こ
と
を
学
ぶ
た
め
の
研

����������������
��������	
��������	


���������������
��������	
��

��������	
��
�
���������	
����
�����

�表彰を受けられる方�
　昭和２６年１月１日から同年１２月３１
日までに結婚され金婚を迎えた夫婦。
また前回、自己申告の手続きをしな
かった金婚夫婦も受けられます。

�申込方法�
　表彰該当者は、所定の用紙に必要
事項を記入のうえ、各単位老人クラ
ブ、または保健福祉課高齢福祉係に
お申し込みください。申込用紙は、
単位老人クラブ、保健福祉課高齢福
祉係にあります。

�受付期間�
　７月６日（金）まで

�表彰式�
　９月に各地で行われる敬老会の席
上で表彰します。

�お問い合わせ先�
　保健福祉課高齢福祉係
　　　　　　　　� ２６－９１２４
　町老人クラブ連合会事務局
　　　　　　　　� ２６－２０７３

�主　催�
福島県老人クラブ連合会・福島民報社

�後　援�
福島県・福島県市長会・福島県町村会

２００１年　水防月間�

●５月１日（火）～３１日（木）　�
　北海道は、６月１日（金）～３０日（土）�
洪水から守ろう　みんなの地域�
豪雨災害などの緊急時には、地域の皆さんの団結力が�
重要です。�

不正大麻・けし撲滅運動�
●５月１日～６月３０日�
不正な大麻やけしを発見したときは、各地方厚生労働（支）�
局大麻取締部（支所）、都道府県薬務主管課、保健所、�
警察署等に通報するようにしましょう。�
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交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

●
相
談
日　

５
月　

日（
火
）

２２

●
場　

所　

役
場
宿
直
室

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�　

―
２
１
１
４

２６

●
相
談
日　

５
月
７
日（
月
）、　

日
１７

（
木
）、　

日（
金
）

２５

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�　

―
３
７
９
３

２６

相
談

修
で
す
。

『
学
校
体
験
・
英
語
研
修
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
』

●
青
少
年
ア
メ
リ
カ
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

＆
ホ
ー
ムス
テ
イ

●
青
少
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
ク
ー
ル
体

験●
青
少
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル・ス
ク
ー
ル
体
験

●
青
少
年
カ
ナ
ダ・ボ
ラ
ン
テ
ィア
交
流

※
右
記
４
事
業
は
特
別
補
助
事
業
の
た

め
、
選
考
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
応
募

動
機
を
書
い
た
作
文
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
応
募
〆
切　

５
月　

日
（
木
）

３１

●
イ
ギ
リ
ス
英
語
研
修　
　
　
　
　
　
 

●
カ
ナ
ダ
英
語
研
修

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
活
体
験
ホ
ー
ムス
テ
イ

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ジュニア
ホ
ー
ムス
テ
イ

●
サ
イ
パ
ン
・
南
の
島
生
活
体
験
ホ
ー
ムス

テ
イ

※
右
記
５
事
業
は
、
先
着
受
付
に
な
り

ま
す
。

●
応
募
〆
切　

６
月
９
日
（
土
）

『
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
』　　
　
　
 

●
青
少
年
カ
ナ
ダ
キ
ャ
ン
プ
＆
ホ
ー
ム
ス
テ

イ●
ア
メ
リ
カ
・
サ
ウ
ス
ダ
コタ
・
キ
ャ
ン
プ
＆
ホ

ー
ムス
テ
イ

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・エア
ー
ズロック
大
自
然

体
験

●
ブ
ラ
ジ
ル・ア
マ
ゾ
ン
大
自
然
体
験

※
右
記
４
事
業
は
、
先
着
受
付
に
な
り

ま
す
。

●
平
成　

年
歌
会
始
の
お
題

１４

　
「
春
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
歌
の
詠
進
要
領

　

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
詠
進
の
期
間

　

平
成　

年
９
月　

日（
日
）ま
で

１３

３０

　
〈
当
日
消
印
有
効
〉

●
申
し
込
み
先

　

〒
１
０
０
―
８
１
１
１　

宮
内
庁

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
内
庁
式
部
職
宛
（
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
明
記
し
て
、
返
信
用
切
手

を
は
っ
た
封
筒
を
同
封
）
に
９
月　

日
２０

（
木
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度

１４

歌
会
始
の
お
題
及
び

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

意
見
・
要
望
を
受
け
て
、
公
正
・
中
立

の
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
も
の
で
、

そ
れ
を
通
じ
て
行
政
の
制
度
や
運
営
の

改
善
を
図
る
も
の
で
す
。

　

春
の
行
政
相
談
週
間
は
、
５
月　

日
２１

（
月
）か
ら　

日（
日
）ま
で
で
す
。

２７

　

こ
の
期
間
中
に
は
、
通
常
の
行
政
相

談
活
動
の
ほ
か
、
各
地
で
特
設
行
政
相

談
所
や
巡
回
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

※
行
政
相
談
は
１
年
を
通
じ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.so
u
m
u
.g
o
.jp
/

 
   
    
 
 
   
 
 
 
  
 
   
 

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

�　

―
２
１
１
２

２６

●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育
課・生涯学習係までお問い合わせください。

� 26－ 9136

場　所内　　　容月　日
町民グラウンドほか中体連ヤマザキ杯大会５／３
町民グラウンド高松宮杯野球大会５／６
野木沢地区公民館パソコン教室開講５／７
中央・中谷地区公民館　　　　〃５／１２
町民グラウンド高校総体ソフトボール競技県南大会５／１２～１４
町民グラウンド町長杯Ａリーグソフトボール大会５／２０
各学校運動会５／２０・２６
町民グラウンド高松宮杯野球県南大会５／２６～２７
クリスタルパーク石川中谷地区スポーツ祭６／３
町民グラウンドほか県民スポーツ町予選大会　〃

●
応
募
〆
切　

６
月　

日
（
火
）

１９

●
お
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

�
０
３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

春
の
行
政
相
談
週
間

　

5
月　

日
〜　

日

２１

２７

　

総
務
省
の
行
政
相
談
は
、
国
の
行
政

全
般
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

運動でコレステロールを下げる�
　

何
も
か
も
が
便
利
に
な
り
、
私
た
ち

現
代
人
は
運
動
不
足
ぎ
み
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
運
動
は
体
の
血
行
を
良
く
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
消
費
で
き
る
格

好
の
手
段
で
す
。

　

血
行
が
よ
く
な
る
と
、
中
性
脂
肪
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
分
解
が
早
く
な
り
、

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
て
、

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　

特
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
人
は
、
食
事

の
量
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
適
度
な

運
動
と
組
み
合
わ
せ
る
と
効
果
的
で
す
。

食
事
を
減
ら
す
だ
け
で
は
、
脂
肪
が
燃

焼
し
は
じ
め
る
前
に
筋
肉
や
肝
臓
の
組

織
が
落
ち
て
し
ま
う
た
め
に
、
肌
の
ツ

ヤ
や
は
り
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
使

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
少
な
い
の
で
、
残
り

は
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
積
み
重
ね
が
肥

満
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
い
い
か
え
れ

ば
、
普
段
か
ら
運
動
し
て
い
る
人
は
太

り
に
く
い
体
質
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

　

他
の
病
気
を
合
併
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
の
で
、
運
動
が
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
大
丈
夫
で
、
運
動
不
足
の

方
は
ど
う
ぞ
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　健診の時期になると、コレステロールが気になる
人も多いかと思います。�
　コレステロールを下げるために魚の脂肪に含まれ
ているＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）とＤＨＡ（ド
コサヘキサエン酸）が良い働きをしてくれることを
ご存じですか。�
　この２つは、不飽和脂肪酸で、悪玉コレステロー
ルが過剰につくられるのを防いでいるそうです。�
�
　多く含む魚多く含む魚�
　　マイワシ�
　　ホンマグロ（とろ）�
　　サバ�
　　ニシン�
　　ブリ�
　　うなぎ�
　　サケ�
　　サンマ�
�
　卵は１日１個くらいなら大丈夫。コレステロール
というと悪者扱いされがちですが、　卵は100点満点
の優れた食品です。�

県
物
価
モ
ニ
タ
ー
に

秋
山
さ
ん

　

物
価
の
安
定
を
目
指
し

監
視
と
調
査

　

消
費
者
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
た

め
に
、
生
活
関
連
物
資
等
の
価
格
お
よ

び
受
給
動
向
等
を
調
査
す
る
物
価
モ
ニ

タ
ー
制
度
が
昭
和　

年
よ
り
実
施
さ
れ

４８

て
い
ま
す
。

　

石
川
町
か
ら
は
、
平
成　

年
度
の
県

１３

物
価
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
秋
山
由
美
子
さ

ん（
高
田
）が
福
島
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

物
価
モ
ニ
タ
ー
と
な
ら
れ
た
秋
山
さ

ん
に
は
、
生
活
関
連
物
資
（
食
パ
ン
や

野
菜
等
）
の
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
料
金
お

よ
び
そ
の
動
向
等
に
つ
い
て
の
報
告
、

消
費
者
の
購
買
態
度
や
意
識
な
ど
に
つ

い
て
の
報
告
、
物
価
行
政
に
対
す
る
意

見
・
問
題
を
提
出
し
、
物
価
行
政
の
推

進
の
た
め
一
年
間
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

悪
質
商
法
、
訪
問
販
売
等
が
多
種
多

様
化
す
る
な
か
で
、
自
分
に
は
関
係
な

い
話
と
無
関
心
に
な
ら
ず
、
消
費
者
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
必
要
な
情
報
は
積
極
的
に

集
め
、
か
し
こ
い
商
品
選
択
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
悪
質
商
法
は
、
い
つ
あ
な

た
を
狙
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

学
び
・
考
え
・
行
動
す
る�

〜
と
も
に
築
こ
う 

く
ら
し
の
ル
ー
ル
〜�

５
月
は

「
消
費
者
月
間
」で
す

６月１日～１０日までは

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「電波利用保護旬間」です。
クリーンな電波環境がＩＴ社会を支えます。
電波はみんなのものだから、ルールを守って正しく使いま
しょう。
�電波の混信・妨害についてのお問い合わせは
　　総務省東北総合通信局監視課　�０２２－２２１－０６４１
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戸
籍
の
窓
口�

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

31

3

3

13

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

大
森　

隼
登
（
正　

則
・
秋　

子
）
沢　

井

緑
川　

弦
希
（
吉　

一
・
久
美
子
）
双　

里

三
森　
　

優
（
三　

男
・
幸　

江
）
中　

田

近
内　

大
亮
（　

茂　

・　

恵　

）
塩　

沢

角
田　

玲
美
（
裕　

幸
・
仁　

美
）
双　

里

関
口　
　

葵
（
定　

幸
・
一　

枝
）
中　

野

荻
野　

朱
莉
（
眞　

次
・
ひ
ろ
み
）
曲　

木

三
瓶　
　

遥
（
好　

隆
・
真
由
美
）
沢　

井

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金
（
5
月
分
）�

※
５
月
２５
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

固
定
資
産
税
（
１
期
分
）�

　中央公民館で活動している藤手芸サー
クルの皆さんに、ＩＴ講習会を前にパソコ
ン体験をしていただきました。

〔〔〔

保だより�

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

水　

野　

光　

英　
　
　
　

沢　

井

　

生
田
目　

め
ぐ
み　
　
　
　

浅
川
町

　

久　

野　

俊　

英　
　
　
　

谷　

沢

　

加　

藤　

優　

子　
　
　
　

福
島
市

　

鈴　

木　

優　

一　
　
　
　

板　

橋

　

前　

田　

佳　

子　
　
　
　

新
屋
敷

　

橋　

本　

勝　

靖　
　
　
　

山　

形

　

小
野
寺　

順　

子　
　
　
　

郡
山
市

　

佐　

藤　

博　

道　
　
　
　

曲　

木

　

伊　

藤　

三　

枝　
　
　
　

曲　

木

　

瀬　

谷　

康　

弘　
　
　
　

大　

室

　

近　

藤　

由　

美　
　
　
　

東　

村

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

生
田
目　

功
二
郎　
　
　
　
　

下　

泉

大　

島　

幸　

市　
　
　
　
　

王
子
平

佐　

藤　

ア　

キ　
　
　
　
　

曲　

木

遠　

野　

ヨ
シ
ヱ　
　
　
　
　

母　

畑

渡　

邉　
　

久　
　
　
　
　
　

当　

町

渡　

邉　

ヒ　

ロ　
　
　
　
　

母　

畑

南　

條　

茂　

夫　
　
　
　
　

谷　

地

郷　
　
　

コ　

ウ　
　

新
屋
敷
字
塩
塚

三　

森　

ヱ　

イ　
　
　
　
　

形　

見

人　

見　

キ　

ミ　
　
　
　
　

長
久
保

�　

原　

忠　

次　
　
　
　
　

山　

形

遠　

藤　
　

泉　
　
　
　
　
　

板　

橋

前　

田　

モ
リ
ヱ　
　
　
　

字
新
屋
敷

小　
　
　

マ　

サ　
　
　
　
　

谷　

地

佐　

川　

ヨ　

シ　
　
　
　
　

沢　

井

小　

林　

喜
代
司　
　
　
　
　

塩　

沢

藤　

田　

丈　

夫　
　
　
　
　

双　

里

諸　
　
　

ヒ　

ロ　
　
　
　
　

猫　

啼

　
　

田　

八
重
子　
　
　
　
　

谷　

沢

須　

藤　

フ
ジ
ヨ　
　
　
　
　

下　

泉

〔〔〔

届け出はお済みですか？
会社を退職して、年金を受けている方に
退職者医療制度のご案内退職者医療制度のご案内

会社などを退職された方が、利用できる国保の制度です。

�こんな方が対象です。
①国民健康保険に加入している方
②老人保健制度の適用を受けていない方
③厚生年金や共済組合の老齢年金を受けてい
る方
※年金制度への加入期間が２０年以上ある方。ま
たは、４０歳以降の加入期間が１０年以上ある方。
④退職被保険者の扶養家族の方
※保険料は変わりません。

�自己負担額（３割）が軽減されます。
お医者さんにかかるときは、「国民健康保険退
職被保険者証」を窓口に提示して、診療を受け
ます。そのときにかかる一部負担金は、次のと
おりです。
退職被保険者（本人）　 被扶養者（扶養家族）
　　外来　　２割　　　　　　　３割
　　入院　　２割　　　　　　　２割
※入院時の食事代と外来の薬の一部負担は、国
保と同様に定額の自己負担です。

●お問い合わせ先●

保健福祉課国保係　�２６－９１２５

�年金証書が届くまでに、お医者さん
　にかかったとき（特例療養費）
　退職者医療制度に加入資格のある方
が、年金証書が届かないため、やむを
得ず一般の被保険者証で診療（３割負
担）を受けた場合には、退職者医療制
度の手続きを済ませた後に申請するこ
とで、差額分が払い戻されます。

差　額　１　割

�退職被保険者の資格が発生する
　日は・・・
　年金を受給する資格が発生した日か
ら、退職者医療制度の適用が受けられ
ます。年金証書を受け取った日から１４
日以内に、市区町村の国民健康保険を
担当する窓口へ届け出をしてください。
届け出は、年金証書を受け取ってから
１４日以内に　　　　　　　

�届け出に必要なものは
　退職者医療制度に加入するためには、
あなたの住んでいる市区町村の国民健
康保険を担当する窓口への届け出が必
要です。
　届け出に必要なものは、保険証　年
金証書です。

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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編

集

後

記

�

・

�

・

�

・

�

町の人口�
住民基本台帳�
（4月1日現在）�

19,752人（－102）�

 　9,663人 （－50）�

 10,089人（－52）�

 　5,535戸 （－22）�

 （　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　
銀
河
鉄
道
の
ラ
イ
ト
に
写
し
出

さ
れ
た
宇
宙
の
広
さ
を
表
現
し
ま

し
た
。
ぼ
く
は
今
、
絵
も
好
き
で

す
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
こ
っ
て
い

ま
す
。�

170

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」�

「
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」�

　
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
く
よ
う
に

色
を
重
ね
て
お
い
て
い
き
ま
し
た
。

私
は
、絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
で

き
れ
い
な
色
を
作
る
の
も
得
意
で
す
。�

　心豊かで元気な９８名は、川や
湖、温泉調べ、スケートなど、
母畑の特色を生かした学習を進
めています。�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷

●U  

R
L
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記
録
的
な
大
雪
が
降
っ
た
冬
も
過
ぎ
、

今
出
川
・
北
須
川
の
桜
が
満
開
で
、
石

川
の
一
番
良
い
季
節
が
訪
れ
ま
し
た
。

入
学
、
就
職
か
ら
１
カ
月
、
少
し
余
裕

が
出
て
き
た
こ
ろ
で
は
…
。
い
つ
の
こ

ろ
か
、
慣
れ
や
甘
え
で
自
分
を
見
失
い

が
ち
で
す
が
、
い
つ
も
初
心
を
忘
れ
ず

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
で
い
た
い
も
の

で
す
。
今
時
代
は
急
速
に
時
が
流
れ
、

便
利
で
速
い
、
情
報
通
信
技
術
が
伸
展

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
便

利
な
世
の
中
に
な
ろ
う
と
基
本
は
人
で

す
。
見
つ
め
あ
っ
て
話
を
す
る
こ
と
は

電
話
、
通
信
で
は
言
い
表
せ
な
い
力
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。　

（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年7月7日～　　　�
　　　　9月30日まで開催�

花期は４月～５月で、田のあぜ
など少し湿ったところに見られ
る多年草です。茎は低くはい、
ほふく枝をだしてふえ、葉は倒
卵形でほとんど対生しています。
花はトキワハゼに似ているが、
こちらは紅紫色で大きく、唇形
花で上唇は２裂、下唇は３裂す
る合弁花です。�

写真提供/関根政信さん� ムラサキサギゴケ（コマノハグサ科）�
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